
過
ぎ
し
平
成
十
二
年
に
、

「
伊
豆
殿
堀
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
た
。

慶応高校内

「
伊
豆
殿
堀
」
の
歴
史
を
紐
解
く



平
成
十
二
年
二
月
、
志
木
市
郷
土
史
研
究
会
の
呼
び
か
け
で

「
伊
豆
殿
堀
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

朝
日
屋
原
薬
局
の
店
頭
で
「
道
路
元
標
」
の
除
幕
セ
レ
モ

ニ
ー
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
で
始
ま
る
。

復
元
さ
れ
た
「
道
路
元
標
」

＊写真撮影は井上國夫氏



こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
志
木

市
郷
土
史
研
究
会
々
長
の
神
山

健
吉
氏
の
講
話
を
聴
講
し
た
。

＊写真撮影は井上國夫氏



第
二
回
は
、
戦
後
カ
ラ
ー
写
真
が
実
用

化
さ
れ
た
こ
ろ
、
多
摩
川
か
ら
分
水
さ

れ
た
源
流
か
ら
志
木
市
の
末
端
ま
で
、

カ
ラ
ー
写
真
に
納
め
た
新
井
康
一
氏
に

撮
影
当
時
の
風
光
を
語
っ
て
戴
く
。

つ
づ
い
て
第
二
回
、
第
三
回
の
「
伊
豆
殿
堀

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

小
平
分
水
口

（
右
）
小
平
用
水

（
左
）
野
火
止
用
水

↑
野
火
止
用
水
口



井下田慶一郎氏 新井康一氏

＊写真撮影は井上國夫氏



＊写真撮影は井上國夫氏



第
三
回
は
講
師
と
し
て
、
こ
の
用

水
と
の
縁
が
も
っ
と
も
深
い
新
座

市
の
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、

教
育
長
の
中
村
敞
一
郎
氏
を
お
迎

え
し
て
、
野
火
止
の
名
刹
、
平
林

寺
と
用
水
と
の
所
縁
な
ど
の
お
話

し
を
聴
講
し
た
。

平
林
寺
堀

中村敞一郎氏
＊写真撮影は井上國夫氏



＊写真撮影は井上國夫氏



志
木
市
場
通
り
の
伊
豆
殿
堀

志
木
市
の
大
通
り
を
縦
貫
し
て
、
新
河
岸
川
に
注
い
で
い
た
用
水
は
、
そ
の
源
を
多
摩
川

に
発
し
て
武
蔵
野
台
地
を
潤
し
、
野
火
止
の
豊
か
な
畑
地
を
拓
い
た
。
川
越
城
々
主
、
松

平
信
綱
が
掘
削
を
始
め
た
こ
の
用
水
の
物
語
り
は
，
明
治
初
期
の
小
学
校
の
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
。



畑
の
中
の
用
水



本
流
は
志
木
駅
の
西
側
か
ら
志
木
の
中
央
商
店
街
の
中
へ
流
れ
る
。

丸
井
の
西
側
に
て
分
水
し
て
柳
瀬
川
駅
方
面
へ
流
し
た
。

志
木
駅
近
く
の
住
宅
展
示
場
は
以
前
こ
の
様
な
雑
木
林
で
あ
り

清
い
水
が
豊
か
に
流
れ
て
い
た
。


